
 

 

 

 

言葉の力 

校長 中村真理 

 

夏休みが終わりました。昨日までの自分は過去の自分。気持ちを入れ替えて新しい目標

を見据えてみる節目の始業式。気持ちが変われば、行動が変わります。行動が変われば未

来の自分も変わります。さあ、2 学期の始まりです。 

 

 5 月に 3 年生の子ども達にアンケートを取りました。「お友達に言われてうれしい言はど

んな言葉ですか」の問いに、たくさんの温かい言葉が書かれていました。その中で圧倒的

に多かったのは「ありがとう」です。「ありがとう」は、不思議な力をもった言葉なのかも

しれません。 

 私たちは、毎日言葉を使っています。言葉は、音声や文字で相手に伝わります。言葉を

伝えるツールは昔よりはるかに増えました。紙や電話だけでなく、リモートによる対面、

SNS での書き込み。瞬時に、顔を見たこともない、まったく知らない人ともつながること

ができます。だからこそ、言葉を上手に使いこなすことがより重要になってくるのではな

いか、と思うのです。 

 以前読んだ本の中に「言葉は何のために使うのか」という問いかけがありました。自分

の意見を伝えるため、自分をわかってもらうため、相手をもっと理解するため、その場を

盛り上げるため、相手に気付かせるため…。答えはいろいろあるけれど何よりも、相手を

幸せにするために言葉を使う、これが最優先されるべきであると筆者は訴えています。 

「ありがとう」は、うれしい気持ちや感謝の気持ちを伝えてくれる、心を温かくする、

相手を勇気づける、友達と仲良くなれる、自分もみんなも元気になる言葉です。みんなが

幸せになれる言葉であり、だからこそ誰からも愛される言葉なのだと思います。 

 

よりよい人間関係づくりにおいて言葉は大きな役割を果たします。言葉を知らない以上

に言葉の使い方を知らないことは危険です。自分の使っている言葉は相手を幸せにしてい

るだろうか、それを意識していると言葉による誤解はだいぶ減るのではないでしょうか。

どうせ使うのなら、相手に勇気や希望を与える光となる言葉を使おう、相手が幸せになっ

てくれれば言葉を伝えた本人も嬉しい気持ちになります。 

学校では、いっそう適切な言語環境の構築に努めてまいります。2 学期も加須南小学校

をよろしくお願いいたします。 

加須南小学校 

学校だより 

令和３年 ８・９月号 



 

９月の生活目標 

時刻・時間を守って生活します。 

 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

９月１日（水）から１０日（金）までは、ご家庭

でオンライン学習となります。初めての試みで

す。スムーズに学習が行われるよう、準備を進め

てまいりましたが不具合等 

が生じることも予想されま 

す。 

保護者の皆様には、ご理 

解・ご協力をよろしくお願 

いいたします。 

              ［職員研修より］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今月の予定は、年度当初の行事予定

と大幅に変わっています。 

今後も、感染状況から校内及び校外を

含めた学校行事等も日時や内容の変

更が予想されます。変更が生じました

ら、速やかにご連絡いたします。 

 

 

この夏、全国の新型コロナウイルス感染者は

急激に増加しました。埼玉県、そして加須市で

も感染者が増加しています。計上された人数か

ら、埼玉県では１００人に 1 人が感染している

ことになります。（8月下旬） 

 いつ、誰が感染してもおかしくない状況です。

感染したのは誰のせいでもないということで

す。ウイルスは嫌なものですが、ウイルスにか

かった人を嫌うのは間違っています。今後、感

染した人やその家族が傷つくことがあってはな

らないのです。言葉は人を不幸にするために使

う凶器ではありません。言葉と同様に、人を不

幸にする行動も絶対に許されません。 

学校再開に向け、今一度、ご家庭でも新型コ

ロナウイルス感染症と人権について、お子様と

一緒に考えていただきますようお願いいたしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもの感染経路のほとんどは、家庭内感染です。また、最近では子どもから大人への

感染も危惧されています。家族全員の体調管理・健康観察がますます重要になってきま

す。これまで同様、お子様とご家族に体調の変化等が見られましたらお手数ですが学校

への連絡と十分な休養をお願いいたします。引き続きご協力をよろしくお願いいたしま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 


